
令和４年度に
向けて

＊次年度は、できる限りの合同研修会を行い、東中学校区小中一貫教育
　推進経営方針をできることから、再開させていきたい。
＊教育課程、生徒指導、教育相談、スマホトラブルの解決に向けてなど今後
　も話し合いを重ねていきたい。
＊小中教職員のやり取りの充実を図る。
　例：小の道徳授業視聴、特別活動の話し合い、教職員不祥事根絶に関する
　合同研修
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 ・東中学校区小中連携合同会議（東中、諏訪小、南畑小）９月２２日
 ・東中学校生徒会小中学校交流あいさつ運動（東中、諏訪小、南畑小）１１月
  １５日～１８日
　　※感染症拡大防止のため諏訪小は諏訪小のみで実施
 ・いじめのない学校づくり小中合同会議（東中、諏訪小、南畑小）１１月１３日
 ・小中合同募金（東中、南畑小） １１月１５日～１８日
 ・２校交流会（東中、特別支援学校）１１月１１日
 ・小中生徒会児童会交流会　２月７日
 ・小中連絡会（東中、諏訪小、南畑小）令和４年２月２５日、３月１日

【成果と課題】
〇コロナウイルス感染防止のため今年度は未実施。

〇昨年度から、東中、諏訪小、南畑小で「私の志ノート」に取り組んだ。
〇ALTが小学校と兼任しているため、中学校の英語を小学校での既習内容
　を踏まえて、授業を行った。
【成果と課題】
〇キャリア・パスポートを小中で共有したことにより、９年間を通したキャリア
　教育を行うことができると考えている。効果的な活用方法について検討を
　重ねて効果を高めたい。
〇英語教員の小中間の交流はできなかったが、小中の英語分野での情報
　共有がALTを通して密にできた。

令和３年度の
取組について

【成果と課題】
〇令和３年度東中学校区小中一貫合同会議をオンライン上で行うことによ
　り、オンライン授業の展開の仕方や課題点を見出したり、深めたり共有す
　ることができた。
〇引き続き、感染症拡大防止のため中止となった実践もあったが、令和元年
　度より提言があった「児童・生徒によるあいさつ運動」「９年間を通したキャリ
　アパスポートの作成」を今年度の計画に反映させ、実施することができた。
 ・感染症拡大防止対応のため、計画を大きく変更したり、中止したりした取り
　組みがあった。感染症拡大防止対応とこれまでの実践による成果の継承と
　の両立が必要である。
 ・児童・生徒の意識や生活態度、学力、体力など、尺度を用いた検証結果の
　活用は行われていないため、量的・客観的な成果は未知である。今後、県
　学調の結果等を活用し、PDCAサイクルを確立しながら効果を高めたい。


